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学 年 第１学年 単 元 名 植物の体のつくりと働き 探究の過程の段階

⑤観察・実験の 実施
実 験 簡易蒸散量測定装置による植物の吸水速度の測定 ⑥結果の処理

⑦考察・推論

〈実験の目的〉
蒸散が行われると吸水が起こることを実験結果を基に理解させる。

〈実験の準備〉
ケミカルスポイト（2ml），ポリエチレンチューブ（外径×内径：１×２mm全長40cm），

目玉クリップ（大），ビニルチューブ（外径×内径：９×13mm全長40cm），
フロッピーディスクケース，ノンベベル針（先端に刃面がない針），シリンジ（2.5ml），
定規（30cm），ストップウオッチ，剪定ばさみ，ワセリン，キクなどの葉（茎がつい
ているもの）

〈実験方法〉 ２ 切り花染色液で着色した
１ ケミカルスポイトの先 水（色水）をシリンジとノ
端から6cm程度切り取り， ンベベル針を使って，ポリ
ポリエチレンチューブと エチレンチューブから注入
接続した簡易蒸散量測定 する。
装置をつくる。次に、ビ
ニルチューブに切り込み ３ キクなどの植物の茎を水中で切り取り，簡易蒸散量
を入れ，フロッピーディ 測定装置に差し込む。ポリエチレンチューブからノン
スクケースに装着し，目 ベベル針を抜き，色水の末端部分に定規を添え，水の
玉クリップではさみ，測 移動の様子を観察する。
定装置の支持台とする。

実験の工夫
・蒸散測定装置の材料を変えて，細いチューブを用いると色水の移動が速くなり吸水
している様子がわかりやすい。
・マイクロピペットのチップとシリコンチューブ（内径0.5mm）を組み合わせて作成す
ることができる。

〈留意事項〉
１ 色水を使うので手や服に色がつかないように気をつけて実験を行う。

生 命 領 域 

隙間ができないように密着
させる。茎と色水の間に空気
が入ると吸水しづらくなるの
で注意して差し込む。

葉にワセリンを塗ったり、
扇風機で風を当てて条件を変
え，吸水速度の変化を調べさ
せる。
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探究活動の例
・植物が吸収する水の量を測定する。
チューブに物差しを当て，チューブの

色水の末端が10分間に何mm移動するか１
分ごとに移動距離を測定する。

１ 同じ種類の植物を２種類（葉の大きさや枚数が違うもの）を用意して，色水の移
動距離を測定して比較する。

２ 風（扇風機）を当てた場合と当てていない場合の色水の移動距離を測定して比較
する。

３ 葉にワセリンを塗る場合と葉にワセリンを塗らない場合の色水の移動距離を測定
して比較する。

２つを比べると移動距離の違いは出るのか予想させて実験する。実験後結果からど
うしてそうなったのか理由を考察する。

結果の例

１ 葉に風を当てると，どのような変化が見られますか。変化が見られたのはなぜで
すか。

２ 葉の裏側にワセリンを塗るとどのような変化が見られますか。変化が見られたの
はなぜですか。

〈生徒に指導するポイント〉
１ 蒸散が行われると，吸水が起こることを実験の結果に基づいて理解させる。
２ 扇風機で風を当てたり，葉にワセリンを塗るなどして条件を変えると吸水量はど
うなるか調べさせる。

３ 葉の断面や気孔の観察と吸水の実験の結果を分析して解釈させ，吸水と蒸散とを
関連づけて理解させる。

【ＭＥＭＯ】

中学校テキスト（2020）

生命領域

時間[分] 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

１　何もしない[mm] 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

２　扇風機を当てる[mm] 7 12 18 24 29 36 40 46 52 58

３　葉の裏にワセリンを塗る[mm] 2 4 7 10 13 15 18 21 23 26
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